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9臼本語科学A投稿規定・執筆要領
　　　（2002年4月現在）
3．囲的
　本誌は，国立国語研究所における研究，ならびに国立国語研究所の研究活動と関連を有する研
究の成果を公表することを通じて，広汎な臼本語研究の発展に寄与しようとするものである。
2．発行の時期
本誌は年2回（4月，10月）発行する。（投稿の受骨は随時）
3．投稿資格
上記の目的に合致する内容の原稿であれば，投稿資格は問わない。
4．原稿の内容と種類，分量
　投稿原稿は未刊行のものに限る。なお，原則として，対象とする時代は明治中期以降とする。
投稿原稿の種類と分量（タイトル，氏名，キーーワ・一一　F，要旨，概要を含む）は以下のとおり。
　　研究論文：オリジナルな知見の提供を含む学術論文。（20ページ程度）
　　調査報告：調査結果の記述を主とする報告。（20ページ程度）
　　観究ノート：問題提起，事例報告，中問報告などの小論文。（！0ページ程度）
　　各投稿原稿は，CD－ROMの形でデータやプログラム等を添付することができる。
この他，所内外の研究者に展望論文（研究動向，現時点での課題，将来の展望などについて論じた論文，
20ページ程度），書評論文（20ページ程度）の執筆を依頼することがある。
5．原稿の書式
　1）原稿はN本語または英語で執筆する。ただし，例文等において中国漢掌（簡体字・三体字），
　　　ハングル，キリル文字，ギリシャ文掌を用いることは可（それ以外の二二はU一マ字化）。
　2）原稿はA4判横書き，43字×36行で作成する。（編集委員会が認めた場合にかぎり縦書きも可。
　　　A4判縦書き，30字x21行×2段。）英文の場合はマージン上下2．5cm，左右2c狙（フォント
　　　12ポイント，L5スペース）を田安に原稿を作成する。原稿はワープnを使用してできるだけ
　　刷り上がり時のイメージに近い形で作成することが望ましい。
　3）研究論文及び調査報告には，キーーワード（5つ以内），要旨（問題と結論の要約，10行程度），
　　　概要（議論全体の概要，英文は250語以内，和文は20行以内）をつける。研究ノートには要旨と
　　　キーワードのみをつける。和文論文の場合，要旨・キーワードはN本語，概要は英語を用
　　　いる（概要には英語のキーワードもつける）。英文論文の場合，要旨・キーワードは英語，概
　　　要は日本語を稠いる（概要には目本語のキーワーードもつける）。英文のネイティブ・チェック
　　　は執筆者の責任においておこなう。
　4）注と：文献は本文の後にまとめて示す。文献一覧の書式は以下のとおり。
　　　著者名（発表年）F論文タイトル」『書名／雑誌名』巻号（雑誌の揚合）ページ発行所
　　例：井上優・生越直樹（1997）「過去形の使用に関わる語用論的要因一碍本語と朝鮮語の場
　　　　　　合一『日本語科学31，37－52，国書刊行会
　　　　宮島達夫（1972）『国立国語研究所報告43　動詞の意味・用法の記述的研究£秀英出版
169
　　　　Bolinger，　Dwight　（1978）　Yes－no　questions　are　not　alternative　questions．　H．　Hiz
　　　　　　（ed）　C？uestions．　87－105．Dordrecht：D．Reidel　Publishing　Cornpany．
　　　　H［udson，　Richard　（1975）　The　meaning　of　questions．　Language　51．　1－31．
5）付属CD－ROMにデータ等を添付する場合は，容蚤やデータの形式等について，あらかじ
　　め編集委員会に確認をとってから投稿する。
6．査読
　研究論文，調査報告，研究ノートは，編集委員会が依頼した2名の査読者が査読要領にもとづ
き審査する。編集委員会は，査読結果にもとづいて論文の採否を決定する。著者の氏・名は査読者
に公開せず，査読者の氏名も著者に公開しない。査読者と著者との連絡（査読者から著者への照会
や修正指示，著者から査読者への回答など）はすべて編集委員会を介しておこなう。
7．投稿の手続き
　投稿原稿は随時受けつける。投稿に際しては，「著者の氏名／所属／連絡先（共著の場合は代表者
の連絡先）／原稿の種類（研究論文，調査報告，研究ノートの別）」を明記の上，原稿一式を編集委員
会に送付する。投稿原稿は原則として返却しない。
8．採録決定後の修正
　採録決定後，体裁や書式について編集委員会から著者に修正を求める（あるいは編集委員会の判
断で書式の細部を変更する）ことがある。査読者及び編集委員会から指示があった箇所を除き，採
録決定後の改稿や修Eは認めない。
9．著作権
　1）図版の転載など著作権にかかわることがらは，投稿の際に編集委員会まで知らせること。
　2）掲載された論文等の著作権（著作権法第27条，28条を含む）は国立国語研究所に帰属する。
投稿原稿は，下記編集委員会まで郵送のこと。
問い合わせ先，文書・FAXまたは電子メールで編集委員会まで。
　〒i15－8620　東京都北区西が丘3－9－14　国立國語研究所『日本語科学s編集委員会
　　　　FAX　O3－3906－3530　（共用につきil日本語科学露編集委員会宛明記のこと）
　　　　E－mail　kagaku＠kok：ken．go加
　　　　URL　http：／／www．kokken．go．jp／public／kagaku．html
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p．28　注の2
　誤：「移動法をあらわす運動」→　正：「移動法をあらわす運動の動詞」
p．33　Keywords
　誤：process，　resu五t　→　　正：process　or　result
p．33　Abstract　2行目
　誤：These　verbs　mean“place　passed”wheit　combiRed　with“place－o，”　→
　me：“Place－o”　means　“place　passed”　when　combined　with　these　verbs，
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編集後記
◇本号には，論文4編，調査報告2編研究ノーート1編が掲載された。査読雑誌としては，とても
バランスのよい構成となった。この原因としては年々顕著になってきた投稿論文の増加傾向があ
げられる。平成12年は25編あった投稿論文が，平成13年には30編と5編増加している。ただし，
査読委員による厳密な査読が行われるため，このすべてが掲載されたわけではもちろんない。掲
載率は本号で4割ほどとなっている。前号の掲載率が3割ほどであったことを考えると，投稿論
文の質が向上してきたのではないかと思っている。また，投稿が増加した背景には，大学や研究
機関で近年取り入れられることが多くなった外部評価の存在があろう。外部評価では査読論文以
外は評価の対象にはまず入らないのである。今後とも各方面からの多くの投稿を期待するもので
ある。
◇本号の英文校訂は国立三六研究所寸寸研究員のカネギ・ルース氏にお願いした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2002．4．3　伊藤雅光）
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